
広 報 委 員 会

　広報委員会では、県民の健康増進に資
するため、沖縄タイムス及び琉球新報の
紙面を借りて医療に関する情報を提供し
ております。
　つきましては、会員の皆さまからの原
稿を下記のとおり募集いたします。
　なお、執筆内容が専門的な傾向になら
ないよう、文章全体のトーンとしては、
一般の読者が親しみやすいように専門用
語は出来るだけ控えた平易な表現でお願
いします。

記
○掲載日
　沖縄タイムス「命ぐすい耳ぐすい」
　　：毎週金曜日
　琉球新報
　「ドクターのゆんたくひんたく」
　　：毎週水曜日
○掲載要領：
　①字数
　沖縄タイムス「命ぐすい耳ぐすい」
　：1000字程度（本文のみ）
　琉球新報「ドクターのゆんたくひんたく」
　：800字程度（本文のみ）
　※各20字程度の字数増減可

・注釈をつける場合は、その字数
も含める。

・琉球新報「ドクターのゆんたくひ
んたく」コーナーでは執筆者の顔
写真を掲載いたしますので、顔写
真をご提出ください。

②原稿のタイトル並びにサブタイト
ルを10文字程度でお付け下さい。

③図やイラスト、グラフの添付は可
能。
・図やイラスト、グラフは簡単な
原稿をいただければ、新聞社の
デザイン係の方で紙面用に仕上
げます。

④本企画は、県民の健康増進に資す
るため、医療知識の適切な提供と
その啓発普及を主旨としておりま
す。企画主旨にそぐわない内容・
表現について、または修飾語、助
詞、見出しについては、新聞社・
編集側にて若干の手直しを行う場
合がありますので、ご了承下さい。

⑤自院の紹介等、特定の医療機関に
偏る表現・内容、イベントの告知
等はお控え下さい。

⑥新聞掲載に際して著作権は本会に
帰属されます。ご投稿は同意され
たこととみなしますのでご了承下
さい。

⑦新聞掲載の採否については広報委
員会にご一任下さい。

⑧文中に固有名詞の使用はお控え下
さい。

⑨他誌に掲載済みの原稿は掲載いた
しかねますので、ご了承下さい。

○原稿の送付先
　　〒901-1105
　　南風原町字新川218-9
　　沖縄県医師会広報委員会宛
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平成29年度 かかりつけ医等 心の健康対応力向上研修のおしらせ

 

   1 目  的

   2 主  催  沖縄県立総合精神保健福祉センター

   3 後  援  沖縄県医師会

   4 対  象    内科医等かかりつけ医及び精神科医療機関の医療従事者、産業医、学校医
          沖縄県公務員医師、保健所及び市町村精神保健福祉業務に携わる者

   5 研修日時  平成 29 年 11 月 22 日（水）19：00～21：00
（18：30 受付開始 19：00 研修開始 21：00 終了） 

   6 研修内容 

      ＜第一部＞ 19：05～20：00
座長　沖縄県立総合精神保健福祉センター所長　　　　　　　　　宮川　治
講師　琉球大学大学院医学研究科精神病態医学講座教授　　　     近藤　毅
講演 「成人自閉スペクトラム症におけるうつと自殺リスク ―産業精神保健との関連も含めて― 」

      ＜第二部＞ 20：05～21：00
座長　かいクリニック院長　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲田　隆司
講師　名古屋大学医学部附属病院 親と子どもの心療科准教授　　  岡田　俊
講演 「発達障害のある人の育ちと生活自立を支えること ―就労・復職支援・職場での配慮を含めて―」  

   7 研修場所 沖縄県医師会館 3 階ホール 

   8 単　　位   日本医師会生涯教育講座 2 単位
          　     カリキュラム（4：医師・患者関係とコミニュケーション 68：精神科領域の救急 

    　   69：不安 70：気分の障害（うつ ）） 
 産業医制度研修単位（2単位）

   9 修了証書　　沖縄県知事名により、修了証書を発行 

  10 参 加 料　　無料

11 定　　員  　144 名 

  12 連 絡 先  県立総合精神保健福祉センター相談指導班
               TEL 098-888-1443   FAX 098-888-1710 

【かかりつけ医等 心の健康対応力向上研修へのお誘い】

　　　　　　　　　　　浦添市医師会かかりつけ医等心の健康対応力向上研修企画委員　伊室　伸哉

　今年度は、「発達障害」の二次障害による自殺のリスクに焦点を当てた講演会を開催いたします。
日本でも超のつくエキスパートの講師をお招きします。日常の外来や産業医相談などで一見「何て
自己中心的なことをいうのだろう」「親はどんな教育をしてきたのか！」と社会性のない所謂「困
ったちゃん」に遭遇することがあると思います。実は彼らはその理解されにくい特性を持ち「生き
にくさ」を抱えているのです。それを我々プロが理解し適切な対応ができるかが、その後の、その
人の人生に大きな影響を与えます。医師だけでなく、家族、関係者が連携して発達障害のある人の育
ちと生活自立を支えることが重要です。是非この機会にご聴講下さい。

　平成28年全国の自殺者数は21,897人で、前年の25,025人より2,128人減少した。沖縄県においては平成10年以
降300人を超えていた自殺者が、平成27年は281人、平成28年は258人と減少した。しかし20～30代の若者の死
因に占める自殺の割合が高く、若年層への自殺対策が必要な状況がある。
　今回は発達特性により学校や職場、日常生活の自立で困難を抱え、うつや自殺リスクがある若者に焦点をあ
て、かかりつけ医等が発達特性のある人への理解が深まり、適切な対応や関係機関との連携が行えることを目
的とする。
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